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　◇大会実行委員会からのお知らせ　
　
　◇編集委員会からのお知らせ

◇事務局からのお知らせ

◇編集後記

〈CONTENTS〉

  I．大会実行委員会からのお知らせ

１．日本科学哲学会第 31回（1998年度）大会〔場所：鹿児島大学〕のプログラムについて
　　　
    今年度大会のプログラムは、以下を予定しています。

11月 21日（土）
ワークショップ（10:00-12:00）

I．「医療の哲学に向けて」
オーガナイザ：金森修
提題者：大林雅之、金森修、佐藤純一（宮城大学）

理事会・評議員会・大会実行委員会（12:00-13:15）
総会（13:15-13:45）
特別講演（13:45-14:45）

講演者：山根正気（鹿児島大学）
演　題：「アリの社会にみる共生と競争」

シンポジウム（15:00-17:30）「規範の根源」
司会者：藤本隆志
提題者：大庭健、野矢茂樹、正村俊之（東北大学）

懇親会（18:00-20:00）〔会費：￥5,000〕

11月 22日（日）
研究発表（10:00-12:00）
理事会・編集委員会・大会実行委員会（12:00-13:20）
研究発表（13:30-14:30）
ワークショップ（14:45-17:00）

II．「ウィトゲンシュタイン：テキストと思想」
オーガナイザ：鬼界彰夫
提題者：奥雅博、鬼界彰夫、関口浩喜、土屋俊

III．「ベイジアニズム－帰納主義の現在－」
オーガナイザ：服部裕幸
提題者：伊藤邦武、鈴木聡、出口康夫、西山慶彦

２．研究発表者の募集について

今年度大会での研究発表の希望者を募ります。希望される方は、発表要旨〔B5版用紙 1枚にワー
プロで800字程度、上部に題目、氏名、所属を明記のこと―御提出いただいた原稿をそのまま予稿
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集の版下とします―〕添付の上、9月10日必着にて事務局宛お申し込み下さい。採否の通知は、不
採用の場合にのみ、9月 15日頃に郵送にて行います。

３．プログラムの発送について

プログラム、出張依頼状、宿泊施設案内、会場周辺地図（附：交通案内）、ワークショップ資料請
求先一覧は、例年通り大会のおよそ 1カ月前、10月 15日頃に発送の予定です。

  II．編集委員会からのお知らせ

１．自由応募論文について

学会誌『科学哲学』32巻1号（1999年5月発行予定）に掲載されるための論文審査を希望される方
は、応募要領に則って執筆された論文を、1998年 10月 31日（必着）までに事務局宛お送り下さい。

  III．事務局からのお知らせ

１．学会費納入のお願い

封筒表面ラベル右下の数字は、貴台の学会費未納分合計金額です。未納分を納入いただきたくお願
い申し上げます。なお、「－」表示の方は、完納となっております。

〈編集後記〉

「ニューズレター第８号」をお届け致します。今号は、連絡事項のみの号となりました。
先日開催されました第31回大会実行委員会で、今年度の研究発表を大会２日目とすること
が決定されました。研究発表に応募される方は、例年とは異なりますので、御予定を立てると
きに御注意下さい。また、プログラムの発送は、例年通り大会の1カ月前を予定しています（9
月 10日に研究発表の募集を締め切り、その後の審査を経てプログラムが決まり、データを入
力し印刷会社に渡して校正の後プログラムが完成するのを待つという手続きを経ると、どうし
てもそのくらいの時期となってしまいます）。宿泊施設の案内の発送が1カ月前では遅すぎる
という御意見もございますので、今年度は、情報を入手次第、ホームページ（URL http://
wwwsoc.nacsis.ac.jp/pssj/index.html）上で公開致します。遅くとも 8月末日までには（7月
末日を目指します）ホームページに掲載できるように情報収集をするつもりです。よろしくお
願い申し上げます。

（事務局：古田智久）
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